
新宿NPO協働推進センター 広報誌 

えぬぽっぷん  
NPO POP NEWS 略して『Npop’n』！  

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします！ 
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安藤氏（東京ボランティア・
市民活動センター） 

奥田氏（まちぽっと） 

 まちぽっとでは、2つの助成型の市民ファンド（市民からの寄附を中心に、市民

の活動に助成する、市民が運営する基金）事業を運営しています。1つは「草の根

市民基金・ぐらん」で、日本で最初にできた市民ファンドです。都内とアジアで活

躍する市民団体を支援対象として、地域市民からの少額寄附をもとに21年間で166

市民団体へ約6,600万円の助成を行っています。特徴として寄附者と助成先である

団体との交流を支援・仲介しており、草の根交流会での助成団体活動報告を義務付

けています。 

 もう1つは「ソーシャル・ジャスティス基金（SJF）」です。これは社会正義や公

正な市民社会の実現を目指して、解決策の提案を行っている団体を対象に活動資金

を助成するものです。誰でも参加でき、社会的課題を共有し解決策を考える市民対

話の場を提供し、市民の志を活かす新しいお金の流れをつくって、資金を社会的事

業につなげています。 

 中間支援組織は、インターミディアリ（intermediary）とも呼ばれ、個々の

NPOをさまざまな形で支援するとともに、NPOと企業・行政をつなぐ「結節点」と

なる組織です。社会とNPO双方のニーズを把握し、人材、情報、資金などの資源提

供者とNPOとの仲立ちをし、適切なもの同士をどう繋いでいくかという、コーディ

ネータの役割も担っています。中間支援組織としては、普段の活動を通じて関連す

る団体のニーズを把握し、新しい価値を見出そうとする内容などを踏まえて、団体

のサポートや行政への政策提案なども行っていくことが存在意義となります。 

 中間支援組織の機能は、情報収集・資料提供および情報発信力の充実、相談機能

の充実、啓発・普及活動の充実、研修・養成の充実、コーディネーター専門性の質

的向上、活動資金構築などの財源支援、政策提言への取組みなどさまざまです。こ

のような機能をもつ、それぞれの中間支援団体とNPO団体がその特徴を活かして、

どう協働するかを改めて考えることがとても重要です。 

◆基調講演 『中間支援とは？』 

 安藤 雄太 氏（東京ボランティア・市民活動センター アドバイザー） 

◆活動紹介（1） 

 奥田 裕之 氏（認定NPO法人 まちぽっと） 



  

◆活動紹介（２） 

 岡本 祥公子 氏（NPO法人 サービスグラント） 

ディスカッションの様子 
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岡本氏（サービスグラント） 

東郷氏（パナソニック） 

金丸氏（日本政策金融
公庫） 

◆ディスカッション 

◆活動紹介（４） 

 金丸 幸義 氏（日本政策金融公庫） 

 サービスグラントは、プロボノプログラムのコーディネートを通じてNPO団

体を支援する中間支援組織です。プロボノが専門的なスキル・経験をボラン

ティアとして提供し、社会課題の解決に成果をもたらせるよう支援活動を行い

ます。具体的には、サービスグラントがプロボノワーカーとNPO組織団体の間

に入り、プロボノワーカーのスキル・スクリーニング、チーム編成、プロジェ

クトマネージャ、NPO団体向けのオリエンテーションなどを行い、確実な成果

物が得られるように支援しています。運営上の課題やニーズが多々あるため、

支援メニューの種類を団体に提示して対応をしています。プロボノ参加は4～

6名程度のチームで約1～6ヶ月程の期間でプロジェクトを進め、支援先の具体

的成果もフィードバックしています。 

◆活動紹介（３） 

 東郷 琴子 氏（パナソニック株式会社） 

 パナソニックでは企業市民活動の一貫でNPO/NGO活動支援を行っています。

NPO/NGOの組織基盤強化支援プログラムとして4つの取組みをあげています。

具体的には、(1)組織基盤強化支援に特化 (2)NPO中間支援組織との協働企画

(3)助成先とのコミュニケーションを重視 (4)組織基盤強化フォーラム等を開催

して広く社会に訴求・発信をしていく事です。組織基盤強化に向けて、パナソ

ニックではNPOサポートファンドを2001年に設立しています。組織を船、その

組織の事業を積荷と見た場合、しっかりとした船（＝組織基盤）があって初め

て積荷（＝個々の事業）が安定するという考えです。助成プログラムとしては、

第三者の多様で客観的な視点を導入して組織診断を実施することで、より具体

的な組織基盤強化計画の策定、実行、評価を行っています。 

 日本政策金融公庫では、ソーシャルビジネスを営む方や小規模事業者・創業

企業向けに事業資金融資などを行っています。これまでの利用企業先は88万企

業で、少額無担保での利用が中心となっています。日本政策金融公庫では政府

の成長戦略に基づいて成長分野への支援に重点的に取り組んでおり、その中で

地域や社会の課題解決、安定的かつ継続的な雇用創出といったソーシャルビジ

ネスへの支援を積極的に行っています。平成27年度では全利用件数7746件

（607億円）の内、1177件（72億円）がNPO団体への支援融資となっています。 

 具体的な事例として地域空き店舗を改装したミニシアターを運営するNPO団

体への融資を行い、ミニシアター運営により得られる利益から資金返済という

形を取っています。またNPO法人や社会課題の解決を目的とする事業を営む団

体向けにソーシャルビジネス支援資金というものも用意しています。 

 ディスカッションでは、中間支援組織が行う政策提言や、プロボノコーディ

ネート、支援団体の組織基盤強化などの意見が交わされました。 

①政策提言を行う場合、中間支援組織はさまざまなネットワークを組んで地域 

 社会の共通課題を協議し、内容をまとめながら適切な相手に提言していくこ 

 とが必要です。 

②プロボノコーディネートについては、NPOと企業がお互いに期待している 

 成果がどこまで達成できるかがカギとなります。具体的な事前打合せとプロ 

 ジェクト進行の仕方が重要です。サービスグラントでは事務局スタッフや 

 経験を積んだプロボノがディレクターとして参加しています。 

③パナソニックでは組織基盤強化支援として、知見のある第三者に入ってもら 

 い、客観的な観点から課題を見極める組織診断の仕組みを導入しています。 
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多言語多読 

「ゼロから始める英語多読体験会」 

日時：2016年10月30日（日）13:30～15:30 

場所：新宿NPO協働推進センター 401会議室A・B 

    （新宿区高田馬場4-36-12）  

参加費：無料 

問合せ：多言語多読 

【電話】 03-6279-3973 

【MAIL】 tadokuorg@gmail.com 

建築ネットワークセンター 

講演「老人漂流社会・終のすみかは東京にありますか」 

日時：2016年11月12日（土） 14:00～16:30 

場所：四谷地域センター 12階多目的ホール 

       （新宿区内藤町87) 

参加費：一般1,000円 新宿区民・学生800円 

問合せ：建築ネットワークセンター事務局 

【電話】 03-5386-0608 

【MAIL】 kenchiku@d2.dion.ne.jp 

新宿NPOネットワーク協議会 

「小滝橋応援ひろば～グラウンドゴルフ」 

日時：2016年11月13日（日）・27日（日） 10:00～12:00 

場所：新宿NPO協働推進センター グランド  

    （新宿区高田馬場4-36-12）  

参加費：500円 

問合せ：新宿NPOネットワーク協議会 

【電話】 03-5206-6527 

※ 雨天の場合は中止と致します。 

 

ホリスティックアロマセラピー協会 

「小滝橋応援ひろば～アロマカフェ」 

日時：2016年11月28日（月） 9:30～10:30 

場所：新宿NPO協働推進センター 401会議室B 

       （新宿区高田馬場4-36-12) 

参加費：500円 

問合せ：ホリスティックアロマセラピー協会 

【電話】 090-4174-9914（担当：川島） 

※ アロマカフェは事前予約制となっております。ご予約の

ない場合は開催されませんのでご注意ください。 

国際ビフレンダーズ東京自殺防止センター 

「体験傾聴講座」 

日時：2016年11月30日（水） 19:00～21:00 

場所：戸塚地域センター 5階会議室1 

       （新宿区高田馬場2-18-1) 

参加費：1,000円 

問合せ：国際ビフレンダーズ東京自殺防止センター 

【電話】 03-3207-5040 

【Ｈ P】 http://www.befrienders-jpn.org/ 

＜イベント情報掲載募集＞ 

◆対象期間：2016年12月1日（木）～12月31日（土） 

◆募集締切：2016年11月3日（木・祝） 

◆対象団体：当センター登録団体、一般利用団体 

◆掲載件数：最大7件（1団体1件まで掲載できます。応募

が多い場合は、当センターまたは新宿区内のイベント・

登録団体のイベントを優先させていただきます。）  

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合せ先

を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又はメールにて

ご連絡ください。 

✤当センター利用団体を紹介します✤ 

《 ホームスタート・ジャパン 》 

11月10日（木）18時45分～20時45分 当センターで行われる「市民とNPOの交流サロン」に
ご登壇いただき、同団体の活動内容についてご紹介して頂きます。 

  問合せ：新宿NPOネットワーク協議会 
【電 話】03-5206-6527  
【MAIL】hiroba@s-nponet.net 

場   所：当センター4階 401会議室 
語り手：ホームスタート・ジャパン 
参加費：1,000円 

イベント情報は各団体のＨＰ等より入手して掲載しております。お問合せは各団体にお願いいたします。 

ホームスタートとは、未就学児がいる家庭に、研修を受けた地域の子育て経験者が訪問する「家庭訪

問型子育て支援ボランティア」です。週に一度、2時間程度、定期的に約2～3ケ月間訪問し、「傾聴」

（気持ちを受け止めながら話を聴く）や「協働」（育児家事や外出を一緒にする）等の活動をします。 

 「外出しづらい」「頼れる人が身近にいない」、そんな子育て家族をボランティアのホームビジター

が訪問し、親子と共に過ごすことで子育て中の親の心を支えます。時には子どもと一緒に公園や子育て

ひろばに外出する等、地域の子育て支援や人々とつながるきっかけづくりも応援します。 
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★参加ご希望の方は、電話、FAX、メールにて、センターへご連絡下さい。（下記お問い合せ先） 

    【プロボノ×NPOの交流会】  

【日 時】11月5日（土）13:30～16:00 

【内 容】個人が持つ職業上のスキルや専門的な知識を生かしたボランティア活動を〝公共善〝のために行う 

 のがプロボノです。プロフェッショナルなスキルを持った社会人と支援を受けるNPOが、交流事業をきっか 

 けに出会うことにより、NPOの活動を一層活性化することを目指します。 

【会 場】当センター 501会議室    

【参加費】500円 （資料代等として） 

【プログラム】 

◆基調講演「社会を支える新しい支援「プロボノ」とは」曽根 泰夫氏（COACH/HRD人事コンサルタント） 

◆活動団体紹介 ・高橋 克人氏（NPO法人PVプロボノ事務局） 

        ・谷 浩明氏（NPO法人NPOコミュニケーション支援機構） 

        ・松井 孝憲氏（NPO法人二枚目の名刺 理事/ディレクター） 

◆パネルディスカッション  ◆交流会 

     

    【コミュニティビジネスの 
              ポイント】 
    ～事業の継続と資金について～  

    

【日 時】11月15日（火） 18:45～20:45 

【内 容】地域の課題を地域住民が主体的に、活動 

 し解決していくのがコミュニティビジネスです。 

 地域の就業機会の拡大や地域社会の活性化などの 

 効果が期待できるコミュニティビジネスの成功の 

 ポイントについて伺います。 

【講 師】小淵 康博氏（西武信用金庫  

     業務推進企画部 街づくり支援担当） 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】1,000円 

   

    【ソーシャルビジネス 
     実践講座】 
  ～持続的な社会貢献活動をするために～  

    

【日 時】11月29日（火） 18:45～20:45 
【内 容】NPO等が持続的な社会貢献活動をするため 

 に有効なビジネスの手法を取り入れて活動する 

 ソーシャルビジネスが注目されています。本講座 

 では、ソーシャルビジネスの実践的な知識を学び 

 ます。  

【講 師】金丸 幸義氏（日本政策金融公庫  

     新宿支店 国民生活事業 融資第二課長） 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】1,000円 

   


